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自動車保険
　アメリカのほとんどの州では、車を登録、
運転する場合には日本でいう自賠責保険
にあたる強制保険（Liability Insurance）に
加入することが義務付けられている。強制
保険の種類は以下の通り。
※以下はあくまでも最低額であり、十分な
ものではないので注意。他州では傷害や損
害などカバーされない場合もある。

●対人賠償責任保険 
　Body Injury Liability
自分の過失で相手に損傷を与えた場合に
適用
●対物賠償責任保険 
　Property Damage Liability
自分の過失で相手に物的損害を与えた場
合に適用
●個人傷害医療保険 
　Personal Injury Insurance
事故で傷害を受け、治療費が必要な場合
に適用
●対無保険者保険 
　Uninsured Motorists Protection
自分が損害を受け、相手方に賠償能力が
ない場合に適用

　そのほか任意保険として、衝突、火事、
盗難、牽引保険などがある（P.43「損害保
険事情」参照）。

保険料の算定
　保険料は個人によって異なる。以下は
保険料の算定基準。

●年齢（若くなるほど高い）
●配偶者の有無（未婚だとやや高い）
●居住地（事故・盗難発生率の高い地区
に住んでいると割高）
●車種（年式、型、色によっても違う）
●運転歴（アメリカでの運転歴のみ）
●事故・交通違反歴（保険料にいちばん
大きく影響する。違反があまりにも多いと
加入を拒否されることもある）

　保険料は会社によっても異なるため、あ
らかじめいくつかの保険代理店にあたって
みるとよい。また保険は毎年、自動的に更
新されるため、解約しない限り永久に請求
書が送られてくる。帰国などの際には忘れ
ずに解約すること。

車両登録
　新車・中古車ともディーラーから購入
した場合、登録（Registration）はディーラー
がしてくれる。個人売買の場合は自分です
る。各州陸運局、または公安局の問い合わ
せ先はP.44「運転免許」参照のこと。

Illinois

　満16歳から登録可能。登録の際に必
要な車両権利書は、最寄りの外貨両替所
にて権利譲渡手続きを代行してもらうほ
か、州務省（Secretary of State）に出向き
手続きを行うこともできる（郵送でも可能）。
個人取引で購入した場合、車両登録に先
立ち州務省にて車の消費税を支払うこと。
また車両登録には、強制保険への加入が
義務付けられている。更新は1年ごと。オ
ンライン、電話、郵送、または州務省の窓
口にて手続きができる。

＜必要書類＞
○登録申請書（VSD190）
○車両権利書
○運転免許証（他州発行、国際運転免許
　証でも可）
○一時車両登録許可証（TRP）（発行さ　
れている場合のみ）

＜問い合わせ＞
Illinois Secretary of State Office
Tel (800) 252-8980
<www.cyberdriveillinois.com

Michigan

　満16歳から登録可能。最寄りの州務省
のブランチ・オフィスに行き、登録を行う。
個人取引で購入した場合は、オフィスに
て車の消費税を支払うこと。更新は1年
ごとで、オンライン、電話、郵送、または
州務省の窓口にて手続きが可能。

＜必要書類＞
○登録申請書

○車両権利書
○運転免許証
○自動車保険証（ミシガン州発行のもの
　のみ有効）

＜問い合わせ＞
Michigan Department of State
Tel (888) SOS-MICH (767-6424)
<www.michigan.gov/sos

トリプルA
AAA (American Automobile Association)

　AAAは24時間体制でサービスを行う、
いわば日本のJAF（日本自動車連盟）に相
当する機関である。AAAの会員になると、
車の故障や事故などの緊急時に電話1本で
助けに来てくれるサービスを無料または格
安で受けることができる。そのほか、全米
各地の支所にはロードマップやホテル・
レストランガイドなど旅行に必要な情報が
用意されており、会員にはレンタカー、ホ
テルなどの割引サービスも提供している。

●入会についての問い合わせ
Tel (800) JOIN-AAA (564-6222) 
（全米共通）
<www.aaa.com
オンラインでの入会も可能。

●緊急時の連絡先
Tel (800) AAA-HELP (222-4357)
24hrs（アメリカ、カナダから）

事故を起こした場合
　自動車事故が引き起こす物理的、精神
的なダメージは大きい。日本でさえ冷静に
対処するのは非常に難しいのに、ましてや
言葉も習慣も違う土地では至難の業である。
万一のときに備えて、日頃から事故後の対
策として次のことを覚えておくとよい。

●同乗者・ 相手側にけが人がいるか確認
する
●車が動く場合は、交通の邪魔にならない

ように道路脇に車を寄せる
●小規模な衝突などの物的破損のみの場
合は、事故の当事者同士で住所、氏名、電
話番号、免許証番号、登録証の内容、保険
のポリシー番号、ナンバープレートの番号
を交換する。同時に保険会社にも連絡する

　死者・けが人が出た場合は警察（911）
に電話し、警察官の指示にしたがう。同時
に保険会社にも連絡する。このとき日時、
場所、道路状況、破損状態とともに、立ち
会った警察官の名前とバッジの番号もメ
モしておくとよい。目撃者が付近にいた場
合も、念のため氏名、電話番号を聞いてお
くこと。

車の盗難と予防法
　車が盗難にあったら、すぐに発生現場を
管轄する警察署に届け出て、被害届け出
番号（Case Number）をもらう。その際、
レッカー移動された可能性もあるので確
認する。盗難の場合は保険会社にも忘れ
ずに連絡をする。
　盗難を防ぐためには、日頃から以下の点
に注意しておく。

●明るい場所、人通りの多い場所に駐車
する
●窓をきちんと閉めて鍵をかけたか確認
する
●盗難防止のアラーム、ハンドルロックを
設置する
●バッグ、買い物袋などは車内に残したま
まにしない。どうしても車内に置き去りに
しなければならないときは、トランクなど
の見えない場所に入れておく。ただしトラ
ンクに入れているところを目撃されたまま
車から離れてしまうのは、車内の見える場
所に荷物を置いているのと同じこと。荷物
をトランクに入れた場所とは別の場所に
駐車する
●カーステレオは取り外し式のものを装備
する
●車庫に入れる場合は車とシャッター両
方の鍵をかける
●可能であれば自分から見えるところに駐
車する

警察官に止められた場合
qとにかく慌てない。路肩に車を寄せて、
車から出ずに警察官がこちらに来るのを待
つ。夜、暗い場所にいる場合は車内灯を点
ける。 こうしておくと警察官は車内に危
険がないかどうかをすぐ確認することがで
きる。
w手をハンドルの10時10分の位置に置く
か、警察官に見えるところに置く。ポケッ
トに手を突っ込んだり、ダッシュボードを
探すなどの行動に出ると、武器を探してい
ると誤解されるため危険。警察官に免許証
と保険証を出すように指示された場合の

み取り出す。
e実際に違反をした場合、それを認め過ち
を犯したことを供述すること。その後で情
状酌量や警告処分にしてもらうよう頼んで
みることもできる。しかし、素人弁護士気
取りで振る舞ったり、警察官が間違って
いると決めつけたりしてはいけない。こう
した行為は、警察官の職務能力を侮辱す
るものである。警察官の気分を害すると、
挙げられるだけの違反を列記されてしまう
こともあるので要注意。
rもし、過失が作られたものであると確信
する場合は裁判所に訴えること。

冬の運転と車のメンテナンス
　イリノイ、ミシガン両州ともに冬場の冷
え込みは相当なものとなる。十分な暖気運
転をすることは冬季運転の常識であるが、
加えて次の点に注意したい。

qガソリンタンク内に水滴が付き、凍結す
るのを防ぐため、冬の間はガソリンを常時
タンクの半分以上に保つようにする。
w道路凍結防止のためにまかれる塩が車
に付くと錆の原因となるため、こまめに洗
車を行う。
eウィンドー・ウォッシャー液は凍らな
いタイプを使用する。
r冬場はエンジンオイルを粘度の高いもの
に替え、凍結を防ぐ。またオイル交換は、3,000
マイルまたは3 ヵ月ごとに行う。

t凍結する場合があるので、駐車時にはサ
イド・ブレーキを引かないこと。
yオール・シーズン用タイヤを使用すると
普通タイヤに比べ、雪の日の運転がしやす
い。また、冬場はタイヤの空気圧が減りや
すいので、頻繁にチェックする。
u溶けた雪や夜の間に降った雨がフェン
ダーとタイヤの間で凍ることも珍しくない。
発進前に取り除かないと必要時にステア
リングが利かず、回避措置がとれないこと
もある。同じく溶けた雪で凍り付いてしま
うことがあるため、駐車するときはワイパー
を上げておく。
i緊急時に備え、ジャンプ・ケーブル、毛
布、懐中電灯、スクレーパー（氷落とし）、
シャベル、携帯用カイロ等を常備する。雪
の中でタイヤが空回りして動かなくなった
場合、タイヤの前の雪をシャベルで除き、
毛布を敷くと脱出できるほか、厳寒時には
人命さえ救う。

＜オート・リペア・ショップ＞
　以下は、全米規模のオート・リペア・
ショップ。ウェブサイトで最寄りのロケー
ションを検索可。

○Jiffy Lube
<www.jiffylube.com

○Maaco
<www.maaco.com

アメリカのガソリンスタンド

　フルサービスが主流の日本とは違い、
アメリカでの給油サービスは、フルサー
ビスとセルフサービスとに分かれている。
セルフサービスの場合、ガソリンを入れ
る前に売店のレジに行き、自分が使う
ステーションの番号を店員に告げ、料
金を先払いする。もしくは、ガソリンを
入れた後に売店のレジに行き、自分の
使ったステーションの番号を告げるだ
けで自動的に料金を計算してくれる。
　支払い方法は現金、クレジットカード、
各ガソリン会社専用のカードなどがある。この専用カードまたはパスは、その場でスム
ーズに支払いが行えるほか、売店などでも使え、クレジットカードに直接支払い請求
がくるので、忙しい人には利用価値大といえる。釣り銭やレシートが必要なときは、給
油後にレジでもらう。また、ステーションによっては、クレジットカードもしくはデビ
ットカード決済機能が付いているものもあり、この場合はレジに行く必要はない。
　ガソリンは無鉛ガソリン（Regular）、無鉛ハイオクタンガソリン（Super Unleaded）、デ
ィーゼルエンジン用ガソリン（Diesel）の3種類が一般的だが、アメリカと日本では検査
基準が違うため、日本のレギュラーにあたるものがこちらのハイオクタンと同質程度と
考えた方がよい。


